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●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲
 ●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ
 ●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲

★★★ＰＤＦに変換して入稿される場合★★★

「表示」＞「スライドマスター」画面より色つきのガイド線を消してから変換してくださ
い
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平成29年改訂学習指導要領において資質・能力（コン
ピテンシー）ベースの教育課程への転換を受け、本学会
ではこれまで、「生成の原理」に基づく音楽科授業で育
成すべき資質・能力を導出してきた。資質・能力の育成
は、教科内容（コンテンツ）との関わりがあってこそ実
現するものであり、教育実践と関わらせて教科内容の体
系を究明することは喫緊の課題といえる。そこで、「生
成の原理」に基づく教材研究および実践研究を通して、
音楽科における教科内容の体系を構築することを目的と
して、課題研究のテーマ「『生成の原理』に基づく音楽
科授業における教科内容の体系」が設定された（2022-
2026年度）。本課題研究における「教科内容の体系」と
は、生成の原理に基づく教科内容の4側面である形式的
側面（音楽の諸要素とその組織化）、内容的側面（音楽
の質、曲想・特質・雰囲気）、文化的側面（風土・生活
・文化・歴史）、技能的側面（表現の技能、鑑賞の技能
「批評」）の関連を指す。

1年次は、音楽科の教科内容とは授業レベルでいう指
導内容であり、教科内容と同じ4側面で捉えられること
を確認し、授業実践での教科内容の4側面の現れ方を共
有した。その結果、①指導者は4側面を意識して教材研
究を行う必要があること、②教師は子どもの学習過程
に現れる4側面の関連を見取る必要があることを明らか
にした。

2年次は、指導者側から教科内容を捉えるために教材
研究に焦点を当てた。教材研究では、単元において形式
的側面としての「軸となる指導内容」を一つ選ぶことを
目的とした。その結果、①教材を特徴づける複数の音
楽の構成要素から「軸となる指導内容」を特定して一つ
選ぶことの重要性、②文化的側面と技能的側面は、形
式的側面の知覚・内容的側面の感受に最も関わりの深い
ものを、具体的に特定する必要があることを明らかにし
た。

3年次は、学習者からみた教科内容における文化的側
面の位置づけに焦点を当てた。その結果、文化的側面は
子どもの生活経験や体験と結びつき、形式的側面の知覚
・内容的側面の感受へ影響を与えながら技能的側面を通
じて表現され、学習者の認識を深める役割を果たすこと
を明らかにした。

4年次は、学習者からみた教科内容における技能的側
面の位置づけに焦点を当てた。その結果、技能的側面と
は、文化的側面の影響を受けた形式的側面の知覚・内容
的側面の感受に基づき、表現するための身体のコントロ
ールや他者に味わいを伝えるための用語の使い方を子ど
もが意識して用いることで4側面の関連がより密接にな
ることを明らかにした。
そこで5年次は、「教科内容の4側面の関連」としての

教科内容の体系の仮説と、仮説をふまえた授業雄構成を
通して「教科内容の体系は子どもの学びにどのように表
れていたか」について議論を深め、本課題研究の結論を
見出したい。

問題の所在 方法

「生成の原理」に基づく音楽科の教科内容の理論的枠組みを明確にした上で、教科内
容を授業実践の次元での指導内容として捉え直し、4側面の関連についての実践・検証
を行い、そこから教科内容の体系を導きだすという教育実践学の研究方法をとる。

5年次の目的は、「生成の原理」に基づく音楽科の教科内容を明らかにすることであ
る。そのために、まず前半では、これまでの経緯および用語を確認し、教科内容の体系
の仮説とそれを手がかりとした小学校及び中学校の授業実践での具体的な学びの姿を通
して提示する。後半では、前半の内容をふまえて「教科内容の体系は子どもの学びの姿
にどのように生かされていたか」という観点からパネルディスカッションを行う。

5年次の趣旨

内容

司会 横山 真理（東海学園大学）

１ 趣旨説明

 鉄口 真理子（鳴門教育大学）

２ 音楽科の教科内容の体系の仮説

 鉄口 真理子（鳴門教育大学）

３ 教科内容の体系の仮説を踏まえた授業実践

小学校第5学年の実践 鑑賞《ハンガリー舞曲第5番》

    藤岡 美樹（別府市立亀川小学校）

中学校第2学年の実践 箏を用いた創作《さくらさくら》の前奏づくり

    待田 理恵（寝屋川市立友呂岐中学校）

４ パネルディスカッション

「教科内容の体系は子どもの学びにどのように表れていたか」

    藤岡 美樹（別府市立亀川小学校）

    待田 理恵（寝屋川市立友呂岐中学校）

 宮里 未希（琉球大学教育学部附属中学校）

中島卓郎（信州大学）

清水匠（つくば市立松代小学校）

鉄口 真理子（鳴門教育大学）

8月22日（土）
15:15～17:15

会場：3階 大会議室

課題研究
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